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エビデンスで意思決定を支援し
よりよい実践につなげる

目次には，日頃，妊婦や産婦からよく質問され
る疑問が並んでいる。それらの疑問に丁寧に応え
ようとしたものが本書である。
疑問の1つひとつを見ていくと，第1章の「く
すりに関する質問」では，エビデンスの強さは示
されていないが，薬や予防接種に関するさまざま
な質問に答えられるように実際の薬剤名が挙げら
れ，妊娠の時期ごとに母子にどのような影響があ
るか解説されている。関連して巻末の薬剤資料が
圧巻で，さらに詳細な情報が掲載されているほ
か，自分でウェブサイトにアクセスして情報を得
られるようにもなっている。
第2章以降は，疑問に対する答えが「Answer」
として，エビデンスの強さとともに記載されてい

る。答えの根拠として多く使用されているのは，
最新のコクランシステマティックレビューの信頼
される文献であり，また吟味されたランダム化比
較試験である。対象者がどのような妊婦あるいは
産婦で，結果がどのくらいだったのかを具体的に
数値で示してあり，研究の概要が明確に理解でき
る。
本書にはいろいろな使い方があるだろう。まず

【実践】では，これらのエビデンスを使用して，
直接，妊婦や産婦の疑問に答えていく場面が多く
あるだろう。また，日々のケアのなかで埋もれて
いる「このケアは本当に効果があるか」という臨
床家としての疑問に気づかせてくれるかもしれな
い。そして，その時に，現在行なわれている実践
を変えようとする後押しをしてくれることにもな
るだろう。
【教育】では，助産学生あるいは看護学生に，
本書を基に現在のケアの根拠を示すことができ
る。本書の「統計関連用語の解説一覧」がたいへ
ん親切にエビデンスをナビゲートしてくれる。
【研究】では，エビデンスが少ない，あるいは
今後の研究が待たれる項目がたくさんあることが
わかる。さらにどのような臨床研究を積み上げる
必要があるか，研究のシーズを探すのに本書は役
立つ。
専門職であるわれわれが肝に銘じておくべきこ
とは，エビデンスは独り歩きするものではなく，
われわれの「専門的技能」と，対象となる妊婦や
産婦の「価値観」と，この「エビデンス」の3つ
が重なった部分で実践が展開される必要があると
いうことである1)。これが根拠に基づいた医療
(EBM)なのである。常に対象者を中心に考え，
情報を賢く選択し，意思決定を支援していく。研
究と実践をつなぐ本書がそうしたよりよい実践に
つながっていくように，周産期にかかわるすべて
の人にお勧めしたい1冊である。
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